










































































































































































































































































































































































































































































































































































北　星　論　集（文） 　第 54 巻　第２号（通巻第 65 号）
絵と詩と私の手紙以外は戻された。絵と詩と
手紙は，知りたがりの人々にあらゆる警戒策
が講じられていることを納得させるために，
マグノリアの警察所に陳列されている。収容
所では危険を恐れて夜警の数を倍にしたが，
何も起こらなかった。
　次の朝，仕事の前に私たち3人は，集まっ
た収容所の人々の前に立った。約100人の
人々が様々な色合いのデニムやぼろの服を着
て，長い木製のペンチに腰掛けていた。噂話
を静め，私たちの経験からみんなが何かを学
べるように，今回の出来事について説明した。
詩についての議論にはみんな大笑いし，ボブ
の「あなた，何をするんですか！」も大いに
笑いを巻き起こした。宿舎のホールを出る前
に，暴徒事件について私たちはじっくり話し
合わなければならなかった。それは私たちが
解決しなければならない問題を示していたか
らだ。すなわち，どんな場合に人は獰猛にな
るのか，私たちは社会の中の小社会でどのよ
うにして生き抜くことができるのか，私たち
は何ができるのか，という問題だ。
　この時のために，私たちの収容所の所長──
彼はイエス・キリストに教えられた生き方につ
いてゆっくり語る伝道者であった──が締めく
くりの言葉を述べてくれた。
　「皆さん方は，この事件をその危険性にも
かかわらず，こっけいだと思っているようで
す。その話で楽しむことに害は無いと思いま
す。しかし，ここにいるアーカンソーの隣人
たちがあなた方をスパイや危険人物だとみな
しているからといって，彼らのことを田舎者
だと思ってはいけません。私たちの政府は巨
額の金を使って国内で最も頭の良い人たちを
雇い，国民にそんなふうに行動させるために
フルタイムで働かせているということを忘れ
ないでください。」
　私たちはそのことを心に留め，沼を干拓し
たり，アーカンソーのさらに多くの溝に芝土
を入れたりする作業を始めた。
